
概

150
1 　□ Ａ　　

施

　 □ Ｂ　　　 □

策

 Ｃ　　　 □ Ｄ　

名

公害（生活環境）苦情

地

処理件数は計画値より

球

下回り、迅速に対応を

・

することで再発防止に

自

努めた。水生生物観察

然

■ 計画どおり   

・

令和　５年度 会は、熱

生

中症の危険等から中止

活

した観察会があったた

環

め、前年より参加者が

境

減少し計画には届かな

基

かった。水質
□ 遅延

本

         
の

目

評価 調査は毎月実施し

標

、環境基準が定められ

安

ている大場川1箇所で

全

環境基準（BOD）の

・

超過がみられた。大場

安

川とその
□ 進展なし

心

     
支流での水

に

質事故は2件あり、事

暮

業所に対し県と協力し

ら

て指導を行った。
■ 

せ

維持　□ 拡大 苦情が

る

発生した際は、引き続

ま

き迅速に対応し、再発

ち

がないよう努める。水

要

生生物観察会は、参加

施

者が増加するよ
事業区

策

分 □ 自治事務   

の

□ 法定受託   □

目

 その他
今後の方向性

的

□ 縮小　□ 改善 う

か

、定員や実施回数・場

け

所の見直し、SNSを

が

活用した周知方法や魅

え

力的なPRなどを検討

の

していく。水質調査は

な

、
（改善措置等）□ 

い

休止　□ 終了 引き続

地

き、大場川の支流を含

球

めた11河川13地点

環

で水質汚濁を監視する

境

。
計画対象 □ 実施計

を

画査定対象  □ 行

守

政改革対象 
□ 廃止

り

　　　　 

※決算額に

、

ついては、端数処理に

豊

より、他資料の決算額

か

と差異が生じている場

な

合もあります。

自然環境、快適な生活環

No. 事務事業名 活

境

動内容 コスト（事業費

を

：千円）

畜犬指導事業

次

令和　４年度 令和　５

世

年度 令和　５年度 令和

代

　６年度 令和　４年度

に

令和　５年度 令和　５

引

年度 令和　６年度
活動

き

指標名 単位
実績 計画 実

継

績 計画 決算 当初予算 決

ぐ

算 当初予算
全体事業概

こ

要
①

畜犬登録数 頭 4,

と

623 4,900 43

。

97 4,500
狂犬病

施

予防法及び動物の愛護

策

と管理に関する法律に

の

基
づき、犬と猫の適切

方

な飼育の普及と啓発を

向

図るととも 0 0 0 0
に

快

、飼い主のいない猫の

適

避妊・去勢手術に要す

な

る費用
②

狂犬病予防注

生

射接種率 ％ 75.3 8

活

0 81.1 80
への補

環

助事業を推進する。

令

境

和　７年度の優先度

③

へ

地域ねこ避妊等補助金

の

交 件 160 160 10

推

8 160
2 付件数 　□

進

 Ａ　　　 □ Ｂ　

大

　　 □ Ｃ　　　 

気

□ Ｄ　

狂犬病予防注

汚

射を未実施の犬の飼い

染

主に対し、督促はがき

防

の送付、電話連絡、戸

止

別訪問を実施するなど

法

して、接
■ 計画どお

、

り   
令和　５年度

水

種率向上に努めた。ま

質

た、人と猫が共生する

汚

まちを目指し、飼い主

濁

のいない猫避妊去勢手

防

術費補助事業を推進す

止

□ 遅延      

法

   
の評価 るととも

等

に、東部保健所や田方

に

獣医師会と連携し、ペ

基

ットの同行避難訓練及

づ

びペットの災害対策研

く

修会を開催し
□ 進展

定

なし     
、ペッ

期

トに係る防災について

的

啓発を行った。
■ 維

な

持　□ 拡大 ペットの

測

同行避難など災害対策

定

について周知・啓発を

監

図るとともに、飼い主

視

の管理責任の普及・啓

、

発、飼い主の
事業区分

苦

□ 自治事務   □

情

 法定受託   □ 

へ

その他
今後の方向性 □

の

 縮小　□ 改善 いな

適

い猫の保護及び管理指

切

導要綱によるマナー啓

な

発などに努め、犬や猫

対

の適正な飼育の推進を

応

図る。また、高齢
（改

を

善措置等）□ 休止　

実

□ 終了 者のペット問

施

題等について、東部保

す

健所や福祉関係部局と

る

連携し、啓発を行って

と

いく。
計画対象 □ 実

と

施計画査定対象  □

も

 行政改革対象 
□ 

に

廃止　　　　 

、狂犬病予防法等に基づく犬猫の適正飼育、飼い主のいない猫
■ 計画どおり   

令和　５年度 の避妊去勢手術補助事業を推進することにより、快適な生活環境の保全・推進が図られた。
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 今後も引き続き、大気汚染防止法、水質汚濁防止法等に基づく定期的な測定監視、苦情への適切な対応を実施するとともに、狂犬病予防法等に基づく犬猫の適正飼育、

今後の方向性 □ 拡大　　　　 飼い主のいない猫の避妊去勢手術補助事業を推進することにより、快適な生活環境の保全・推進を図っていく。水生生物観察会参加者数と狂犬病予防注射接種率につい

（改善

1

措置等） □ 縮小　　

頁

　　 ては、開催方法

令

や周知方法などを検討

和

していく。
□ 改善　

 

　　　 

5年度　　事務事業評

No

価

. 事務事業名 活動内容

表

コスト（事業費：千円

（

）

環境保全推進事業 令

個

和　４年度 令和　５年

票

度 令和　５年度 令和　

）

６年度 令和　４年度 令

課

和　５年度 令和　５年

名

度 令和　６年度
活動指

環

標名 単位
実績 計画 実績

境

計画 決算 当初予算 決算

市

当初予算
全体事業概要

民

①
公害（生活環境）苦

部

情処 件 132 100 9

環

5 100
大気汚染防止

境

法、水質汚濁防止法等

政

に基づく定期的・ 理件

策

数
継続的な監視・測定

課

を実施することにより

作

、市民の安 13,04

成

5 13,437 15,

日

014 16,061
全

令

・安心な生活環境を保

和

全するとともに、苦情

　

への適
②

大場川塚本橋

６

のＢＯＤ年 mg/L 1

年

.0 1.1 0.9 1.

　

1
切な対応、路上喫煙

８

やポイ捨て禁止の徹底

月

を図る。 間平均値

令和

　

　７年度の優先度

③
水

１

生生物観察会参加者数

日

人 121 150 112


